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亜熱帯果樹アボカドの栽培について
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現在、地球温暖化の影響で岐阜地域でも平
均気温が上昇しており、５０年後には平均気
温が４℃上昇するといわれている。そこで私
たちは、気温が上昇した後の気候に適した新
たな農作物として亜熱帯果樹であるアボカド
の導入を考え、岐阜県農業技術センターと栽
培における技術について情報交換し共同研究
を行っている。今年度は主に「園芸廃棄資材
の活用」を重点に研究を行うことで、SDGｓ
１３「気候変動に具体的な対策を」と、SDG
ｓ１２「つくる責任 つかう責任」のゴール
を設定し取り組んでいく。

（１）日本熱帯果樹協会
会員交流会への参加

（２）園芸廃棄資材を活用した
露地栽培試験

（３）苗木生産技術の確立
（接ぎ木・挿し木・組織培養）

（４）外部機関との交流
ａ）共同研究
（岐阜大学・岐阜県農業技術センター）
ｂ）情報交換

（鹿児島大学・静岡大学）

廃棄園芸資材を活用して亜熱帯果樹アボカドの栽培を校内・地域で実施

★岐阜地域にアボカドを!!
岐阜県農業技術センター・岐阜大学、鹿児島大学・
静岡大学とも情報等行いながら、日本熱帯果樹協会会
員交流会等へ積極的に参加し、栽培技術について確立
させる。現在、実生苗の生産について確実に行えるの
で、接ぎ木・挿し木についても確実に行えるよう栽培
技術を高めていく。また、組織培養して得たカルスか
らの苗生産についても順化を成功させて実現する。

はじめに 活動計画
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